
相 鉄 い ず み 野 線 沿 線  環 境 未 来 都 市相鉄いずみ野線沿線 環境未来都市

発行

横浜市
相鉄ホールディングス株式会社
2018年4月1日

お問い合わせ先

横浜市建築局住宅部住宅再生課
Tel.045-671-4083
8：45～17：15（月～金／土日祝日を除く）

デザイン

NDCグラフィックス



1976年二俣川駅からいずみ野駅間の開通を皮切りに、相鉄いず

み野線沿線の開発はスタートしました。それから約40年、横浜市の

西部旭区、泉区に広がる豊かな自然と農地に囲まれたこの地域は、

良好な住環境を実現し、活発な市民活動が行われるまちに成長して

きました。2019年度下期にはJR線と、2022年度下期には東急線と

相互直通運転が開始予定であり、新横浜都心や東京都心へのアク

セスが改善されることで、来街者の増加や人口流入など新たな効果

が期待されています。一方、住民の高齢化や若年層の流出、インフ

ラの老朽化や耕作放棄地の増加など、横浜市の郊外が共通に抱え

る課題もあります。

　　　横浜市と相鉄ホールディングス株式会社は、このような課題

を解決し、地域の魅力をもっと高めていくために2013年4月に「相

鉄いずみ野線沿線の次代のまちづくりの推進に関する協定」を締

結。2016年6月に横浜国立大学、フェリス女学院大学と「相鉄いず

み野線沿線における『次代のまちづくり』の推進に係る四者連携覚

書」を締結し、「相鉄いずみ野線沿線環境未来都市」の取組を行っ

ています。このレポートは、地域住民の方々とともにこれまで行って

きた取組をまとめたものです。皆さまにいっそう愛される「いずみ

野線沿線のみらい」を創造し、次代を担う子どもたちを地域で育み、

愛着と誇りを持てるまちにしていくために。このレポートをヒントに

「誰もが住みたいと思うまち」を、一緒につくっていきましょう。

誰もが住みたいと思うまち
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楽しく快適に生活するために

6 7いずみ野線沿線駅前街区リノベーション計画
　
相鉄グループでは、成長戦略ロードマップ“Vision100”で掲げた

「いずみ野線沿線駅前街区リノベーション計画」を進めています。

2014年｜いずみ野

地域の農的資源を活かした地産地消の推進や、

多様な世代が集い交流できる地域密着型施設の創出。

◎ ホームセンター ◎ 地産地消レストラン 

◎ 地域ケアプラザ ◎ 乳幼児一時預かり保育所

2016年｜南万騎が原

住み替え循環を進め、幅広い世代が安心して居住できる

次世代型の郊外住宅地のモデル事業として展開。

◎ 認可保育園 ◎ 学童保育 ◎ 病児保育室 

◎ デイサービス ◎ 自立型サービス付き高齢者向け住宅 

◎ 賃貸マンション ◎ 分譲マンション ◎ みなまきラボ

2017年｜弥生台

医療と食、コミュニティを軸に日常生活をサポートするまちづくり。

◎ 国際親善総合病院サテライトクリニック

◎ 飲食店（相鉄名店プロジェクト） ◎ 歩行者空間のアーケード
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次代を担う子どもたちに向けて

8 92017年9月7日・8日

横浜いずみ台病院での職業体験

いずみ野小学校6年生の児童たちが、総合的な学習の一貫として、

横浜いずみ台病院を訪れ医療現場の職業体験を行いました。横浜

いずみ台病院は、医科および歯科の外来部門、透析部門、入院部門

を有する地域に根ざした病院です。参加した52名の児童たちは、ス

タッフの丁寧な説明に真剣に耳を傾けながら医療現場に触れ、貴重

な職業体験となりました。

2017年10月18日・11月16日

小 学 生 へ の ま ち づ くり 授 業

10月には、さちが丘小学校3年生の児童が、総合的な学習の一貫で

南万騎が原駅周辺リノベーションプロジェクトエリアを回り、まちづ

くりについて学びました。また11月には万騎が原小学校6年生に、

二俣川と南万騎が原のまちづくりについて授業を行いました。児童

にとっては身近なエリアですが新たな発見も多く、自分たちのまち

を深く理解するいい機会となりました。

柏町市民の森とみなまきみんなのひろばを
見学する児童

スタッフから説明を受ける児童たち

プロジェクトのきっかけ
以前から地域行事に積極的に参加していた病院側から、
小学生と一緒に何かできないかと提案があった。

いずみ野小の児童にとって、農業体験は多く行ってきたが
医療の分野は未体験。

総合の授業での職業体験が実現した。

プロジェクトのきっかけ
「いずみ野線沿線 みらいに向けたまちづくり」の

ホームページを見た先生から横浜市に、
児童たちにまちづくりについて
教えてほしいと依頼があった。



地域の魅力をもっと知ってもらおう

10 112017年3月4日・12月17日

ヨコハマやさいレシピコンテスト 表彰式

第1回は「みんなで楽しむ料理」をテーマに2017年1月16日から2

月15日に、第2回は「簡単お弁当レシピ」をテーマに9月2日から11

月20日に、いずみ野線沿線で採れた野菜を使ったオリジナルレシピ

を募集しました。プロの料理人を審査委員長に迎えて厳正な審査が

行われ、最優秀賞1点、優秀賞3点が選ばれました。3月4日、12月17

日にそれぞれいずみ野駅前のイベントにて表彰式を開催しました。

［第1回］ 最優秀賞
◉ヨコハマ大根バーグ
優秀賞
◉大根と鶏肉の豆乳酒粕煮
◉ヨコハマ紫大根ステーキwith塩麹ソース
◉里芋とカリフラワーの揚げ煮っころがし

［第2回］ 最優秀賞
◉えびが野菜を美味しくするおべんと
優秀賞
◉キャベバーグ～ピーマンのお花のせ～
◉野菜が美味しい彩りおいなりさん弁当
◉彩り野菜と卵サンドの「いずみのらんち」お弁当

2017年9月2日

いずみ野マルシェ＋

地産地消の推進や地域主体のつながりの創出、まちへの愛着心向

上を目的に、平成26年6月からいずみ野駅前広場で開催している

恒例マルシェ。11回目を迎えるこの日は、初めての試みとして昼と

夜の2部制導入や、ケアプラザの参加など、今までとは少し違う「＋

（プラス）」として開催しました。当日は約7,500名が参加。沿線だけ

でなく沿線外からも多くの方々にお越しいただきました。

プラス

いずみ野小の児童による太鼓の演奏

地元野菜の販売

プロジェクトのきっかけ
地域に住み、食や農業をテーマに
人と人をつなぐ活動をしている
ウェブプロデューサーから、
地元の野菜を使って地域の人、
生産者、飲食店をつなぐ

取組をしたいと相談があった。
プロジェクトのきっかけ

いずみ野地域の特徴である、
農の取組をより多くの市民の方々に
つなげていくために企画された。
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